























出されなかった.標準の2-フラ γカルポン酸または 5ー ホルミルー 2ー フラ γカルポン酸の
水溶液を硫酸アンモニアで飽和し. 20時間エーテノレで、処理すると，理論値の 99.5%が抽
出された.純粋の 5ーホルミルー2-フ 第1表 中間生成物Aの熱水溶液の酸度と還元力の変化
ラγカJレボン酸は酸度に対して 102.3
%の還元力を示した.ギ酸は還元力に N/50{1m2消1)費量 N滴/定1∞値NaOH (ml) 
影響しないことを確めた. 5-ホルミ
分 解 前 8.0 16.0 
ルー 2-フランカノレポン酸はこの条件で
分 解 後 12.3 19.4 
は2-フランカルポン酸に変化しない.
増 方日 量 4.3 3.4 
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r~・H・- ・プタノール，ギ酸，水( 4: 1.5 : 1)
展開剤{l}……プタノール.~昔酸，永( 4: 1 : 2) 
t …・・フェノー ル，ギ酸，水 (10:0.2: 5) 
呈色剤……0.1%.B.P.Bの95%のアルコール液
A B C 1.0 
0.8 ， 、ぐ〉 .、








r~ ・ H・..プタノール，ギ酸，水 (4 : 1.5 : 1)
展開弗IJI!……プタノー ル，酪酸，水 (4 : 1 : 2) 












































rA・H ・-・プタノー Jレ， キ・酸，水(4: 1.5 : 1) 
展開剤IB…・・プタノ{ル，酪酸，水(4: 1 : 2) 
lc…・・・フェノール， ギ酸，水 (15: 0.2 : 5)
墨色剤……0.1%，B. P. B 95 %アルコール液







クロマトグラフ 4で検討した. 0.4 
第4図にその結果を示した.
第4図の酸性物質は RF値ば














fA・H ・-・フェノー ル，ギ酸，水(15:0.2 : 5)
展開剤IB……プタノール，ギ酸，水(2: 1 : 1)

















第 6図 2ー チオバルピツール敵反応による吸収スベクトル
.ー-・ 中間物A (0.54 mg) .・H.5ーケトー L-'Ifラグトシ酸 (0.58mg)
0ー ベーコヂガラクトウロ γ酸 (0.55mg) 
中間生成物Aだけが545....5伽nμで明瞭な吸収を示している.前述の過沃素酸酸化エー
テル可溶部の RF値の一番小さい物質は酸性であって， m.p.118........1200 の 2，4-di・凶tro
phenylhydrazoneを与え， アユリソ塩酸やキノキサリン試薬特に後者で明瞭に墨色する
が，セミカルパゾーンとキノキサリン誘導体の紫外部吸収スベクトルは第7図と第8図に
示したようにケト酸の特性を示さない. したがってこの物質は 5ー ホルミルピルビン酸と
は考えられないが， 2-チオバルピツール酸を 加えると発色して545....50mμ の極大吸収
を示す.545....50mμ の吸収は普通ホルミルピルピン酸によると考えられているが， ζの
結果から 4，5-unsaturated hexuronic acidや 2-keto-3-dωxysugar acid以外の物質






吸 0.6 ~ 光 吸
度 0.4
0.2 r ¥ ゲヘ0.2 
o 320 340 360 o 240 250 260 
波長 (mμ) 波長 (mμ)
第7図 セミカルパ、ノ{γの吸収スベクトル 第8図 キノキサリン誘導体の吸収スベクトル






酸化による修酸の生成， 2ー チオパノレピツール酸反応による 545....50mμ の極大吸収など














Linkerらの不飽和二糖類は， ヒアルロン酸の N-アセチルグルコサミ γ 」止グルクロ












Kennedy， E. P. and Barker， H. A. 1951， Paper chromatography of volati1e acids. Anal. 
Chem. 23 : 1033-ー1034.
Linker， A.， Hoffman， P.， Meyer， K.， Sampson， P. and Korn， E. D. 1960. The formation 
of unsaturated disaccharides from mucopolysaccharides and their c1eavage to 
α-keto acid by bacterial enzymes. J. Bio1. Chem. 235 : 3061-3065. 
Linker， A， Meyer， K. and Hoffman， P. 1956. The production of unsaturated uronides 
by bacterial hyaluronidases. J. Biol. Chem. 219 : 13-ー.25.
Ludowieg， J.Vennesland， B. and Dorfman， A. 1961. The Mechanism of action of 
hyaluronidases. J. Biol. Chem. 236 : 33与一339.
Magasanik， B. and Umbarger， H. E. 1950. The separation and identification of keto-
acids by filter paper chromatography. J. Am. Chem. Soc. 72 : 2308-ー2309.
Nakamura， S.and Ashida， K. 1953. The oxidation of sugar in alkaline solution (2). 





Sprinivasan， P. R.， Shigeura， H. T. Sprecher， M.， Sprinson， D. B. and Davis， B. D. 1956. 
The biosynthesis of shikimic acid from D-glucose. J. Bio1. Chem. 220 : 477-497. 
Weissbach， A. and Hurwitz， J.1959. The formation of 2-keto-3-deoxyheptonic acid in 
extracts of Escherichia co/i B. 1. Identification. J. Biol. Chem. 234 : 70ι 7ー12.
-143ー
